
会員施設の皆様ヘ

2007年 8月  22日

社団法人広島県就労振興センタ
ー

販売支援部会長 佐 竹 正 充

視祭研修の開催について(ご案内)

時下ますますご盛栄のこととお喜ぴ申し上げます。会員の皆様におかれましては、平索よ

りご支援 ・ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、見出しの件について下記の要領で視察研修を計画いたしましたので、ご案内申し上

げます。

障
~3者
自立支援法が全面施行され、新事業への移行を模索している事業所も多いこととご

推祭致します。この視察研修では、新事業へ移行を完了した先進地(先進的な事業所)の取り組

みを学び、今後の法人運営 ・就労支援の在り方
・新たな授産事業の立ち上げ等について参考

にしていただきたいと願い企画した次第です。

ご多忙な毎日をお過ごしのことと存じますが、よろしくお願い申し上げます。

記

程 :平 がこ巾 二々9月  27・ 28日 (一泊三二日)

〉(評治糸田局J糸氏

参加定員 :25名 (先着順で人数になり次第/切 らせていただきます。)

視祭場所 :社会福祉法人コミュニティネットワ
ークふくい(C・ネットふくい)

《事業所の特徴》

実施事業 : 就 労継続支援事業A型 ,6事 業所  就 労移行支援事業 ご7事 業所

ヶアホーム :5事 業所 在 宅支援センタ
ー :1事 業所

｀

他、(科農業生産法人、パン屋を経営

これまで福祉工場として運営してきた事業所はA型 へ移行し、

通所授産施設として運営してきた事業所は、就労移行と生活介

護事業への移行。学校給食の請負を授産事業としたり、

農薬生産法人では、障害のおもい方たちが出資をして配当を受け取る等。

ユニークで多彩な経営。事業所は福井県全域に点在する。

≪申込》

別紙の申込用紙に参加者の名前・人数を記入し、 FAXに てお申し込みをお願いいたします。

≪申込先≫

社団法人広島県就労振興センタ
ー事務局 Fax番 号 (082)252-3155

《参加費用》 会員 :1名 25,000円 非 会員 1名 30,000円 (旅費及び宿泊費含む)

《締切≫ 9月 7日 (金)

《パス乗降場所≫広島地区・広島駅 (新幹線口)福 山地区
・広尾バス停 (福山東 IC付 近)

米各乗車場所および日程についてほ、別紙 1・ 2を参照してください。

※研修への参加が決まり次第、参加貴の振込用紙を送付させていただきます。



就労振興センター 2007年 度 祝 察研修申込書

合計     名

※ 申し込み多数の場合、人数を調整させていただく場合がありますのでご了承ください。

※ 視察研修出発日より1週間以内 〔9月 21日 (金)〕のキャンセルについては、参加費の払

い戻しはできませんのでご了承ください。

※ 視察研修期間中の連絡については、下記連絡先のセンタ
ー事務局矢部の方にご連絡をお願

いします。

社回法人広島県就労振興センタ
ー

事務局 矢 部

o90-2008-9125

参加者名前 団 体  名 連絡先 乗降場所 ○ で囲む

広島駅  ・ 広尾バス停

広島駅 ・ 広尾バス俸

広島駅  。 広尾バス停

広島駅  ・ 広尾バス停

広島駅  ・ 広尾パス俸
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女咋場粛河嘲
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